
議会運営委員会資料 
令和６年２月６日  

 

第 10回板橋区議会報告会実施報告について 

 

令和５年 12月 20日に開催した第 10回板橋区議会報告会の報告書を作成した

ため、下記のとおり報告する。 

 

記 

 
１ 開催概要 

日  時：令和５年 12月 20日（水）18時 30分～19時 30分 

場  所：区役所 11階 第１委員会室 

実施方法：会場対面形式とオンライン形式を併用したハイブリッド形式  

 

２ 参加者  

（１）会場参加人数：26名 

（２）インターネット中継視聴回数：109回 

    録画配信視聴回数：58回（令和６年１月 22日時点） 

 

３ 報告書 

 別紙のとおり 

 
４ 報告書の公表 

  区議会ホームページに報告書を掲載し、公表する。 



第 10回 板橋区議会報告会 

日 時 
令和５年 12月 20日（水） 
18：30～19：30 

場 所 
板橋区役所 11階 
第１委員会室 
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Ⅰ 実施概要 

開催日時：令和 5 年 12 月 20 日（水） 18 時 30 分～19 時 30 分 
開催場所：板橋区役所 11 階 第 1 委員会室 
開催方法：会場対面形式とオンライン形式を併用したハイブリッド形式 
会場参加者数：26 名 ※手話通訳あり 
インターネット中継視聴回数：109 回 
録画配信視聴回数：58 回（令和６年１月 22 日時点） 

周知ポスター 
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Ⅱ 開会  
1. 趣旨説明 

［田中しゅんすけ実行委員長］ 
 

こんばんは。本日は、第 10回板橋区議会報告会にご来
場いただき、誠にありがとうございます。また、本日イン
ターネットでご視聴いただいている方も多くいらっしゃ
ると思います。誠にありがとうございます。 
私は、本日、司会進行を務めさせていただきます、議会

報告会実行委員長の田中しゅんすけでございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。 
はじめに、本日の議会報告会の開催の趣旨をご説明いた

します。議会報告会は、議会の活動状況を区民の皆様に直
接説明し、貴重なご意見をお聞きする機会として開催して
おります。 

本日は、決算調査特別委員会報告といたしまして、令和 4 年度の決算について、
議会において調査した結果をご報告いたします。 
次に、常任委員会報告として、各常任委員会の委員長から、11月閉会中及び第 4

回定例会での各委員会の審査事項について報告いたします。 
次に、特別委員会報告となります。 
板橋区議会では、特に重要な案件を専門的に調査する機関として、ブランド戦略推

進調査特別委員会、介護支援調査特別委員会、災害対策調査特別委員会、ゼロカーボ
ンシティ推進調査特別委員会の 4つの委員会を、今年 5月に設置いたしました。本
日はなぜこのテーマに特別委員会を設置したのか、建議理由を中心にご報告いたし
ます。 
最後に留意事項がございます。本日の議会報告会の模様は、区議会ホームページで

ライブ中継と録画配信を行うほか、記録用の写真撮影を行います。来場者の皆様のお
顔が映らないよう配慮いたしますので、ご了承ください。また、来場者の皆様が撮影
される際も、他の来場者のお顔が映らないようご配慮いただきますようお願いいた
します。 
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2. 挨拶 
［田中やすのり議長］ 
 

皆様、本日は議会報告会に遅い時間ですけれども、
お越しいただきまして本当にありがとうございます。 
実は、今日の議会報告会は第 10 回目ということ

で 10 年、コロナでできなかったこともありますけ
れども、10回目を迎えるに至りました。記念すべき
10回目かなと思います。 
コロナの時は、こうして対面でやることはできな

かったので、インターネットのライブ配信をやって
どうにか継続したというようなことを経て、今回に
至りました。 
今日は、こうして対面でのやりとりとライブ中継

も一緒にやるハイブリッド形式で開催するということで、日々議会報告会も進化し
ていくものかなと思っています。 
今日それぞれの委員会や決算報告がありますけれども、できるだけ皆様に分かり

やすく説明できるよう一生懸命工夫してまいりますが、それでも可決とか否決とか
採択とか不採択とか、賛成・反対のことですが、議会用語が出てまいりますが、忠実
にお伝えしなければならない点をお汲み取りいただいて、良い報告会になればと思
っております。 
それでは今日皆様にお集りいただいたことに感謝を申し上げまして、私の挨拶と

いたします。 
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Ⅲ 報告 
 1. 決算調査特別委員会 
［おなだか勝委員長］ 
 

皆様、こんばんは。決算調査特別委員会の委員
長を務めました、民主クラブのおなだか勝でござ
います。決算調査特別委員会の報告をさせていた
だきます。 
決算調査特別委員会は、議会に提出されました

「令和４年度決算」について、その認定調査のた
めに設置される委員会です。 
その調査の中身は一般会計決算・国民健康保険

事業特別会計決算・介護保険事業特別会計決算・
後期高齢者医療事業特別会計決算・東武東上線連
続立体化事業特別会計決算の各決算書並びに歳入

歳出決算事項別明細書、予算の執行実績、さらに監査委員から提出された決算審査意
見書及び各基金運用状況審査意見書などを参考にして、令和４年度の板橋区の予算
の執行状況は正しかったか否かの審査をしてまいりました。 
まず、10月６日の本会議におきまして、議員全員をもって決算調査特別委員会が

設置され本会議終了後に議長招集による委員会が開会されました。  
最初に正副委員長の互選を行い、委員長には私が、副委員長には、さかまき常行委

員が選任されました。多岐にわたる審査のため、５つの常任委員会と同じ委員で構成
される分科会を設置し、各委員長・副委員長がその分科会の正副主査に選任されまし
た。委員会の円滑・適切な運営を図るために理事会を設置することとし、長瀬達也委
員・間中りんぺい委員・元山芳行委員・田中いさお委員・おばた健太郎委員・山内え
り委員の６名が選任されました。 

10 月 10 日に開催された企画総務分科会では所管の一般会計決算及び東武東上線
連続立体化事業特別会計決算を、区民環境分科会では所管の一般会計決算を、健康福
祉分科会では所管の一般会計決算及び国民健康保険事業、介護保険事業、そして後期
高齢者医療事業の各特別会計決算を調査いたしました。 
翌 10月 11日の都市建設分科会では所管の一般会計決算並びに東武東上線連続立

体化事業特別会計決算を、文教児童分科会では所管の一般会計決算を調査いたしま
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した。 
翌週、10月 18日、19日、20日には全委員が出席しての総括質問へと議論の場

が移りました。 
まず 10月 18日は自民党の大野治彦委員、内田けんいちろう委員、長瀬達也委員、

元山芳行委員が、10 月 19 日は公明党のいしだ圭一郎委員、成島ゆかり委員が、さ
らに民主クラブの中妻じょうた委員、高沢一基委員が、10 月 20 日は民主クラブの
五十嵐やす子委員、共産党の石川すみえ委員、竹内愛委員、小林おとみ委員が、さら
に日本維新の会の大森大委員、いたばし未来の大野ゆか委員、参政党の坂田れい子委
員、最後に無所属議員のしいなひろみ委員の計 16人の皆様による活発な議論が繰り
広げられました。 
各委員の質問内容につきましては、お手元の区議会だよりに質問要旨が掲載され

ていますので、ご覧下さい。また、板橋区では総括質問をインターネット中継をして
おり、広く区民の方への情報発信に努めています。そちらも併せてご覧いただければ
と存じます。 
次に令和４年度の板橋区一般会計決算と４特別会計について簡単にご説明させて

いただきます。 
まず一般会計決算につきましては、歳入は 2639 億 9900 万円、歳出は 2529 億

3000万円で、前年比で歳入が 17億 6300万円、歳出で 34億 2600万円の増とな
っています。 
次に国民健康保険事業特別会計決算の歳入は 554 億 6400 万円、歳出は 550 億

900万円で、前年比で歳入が 10億 9200万円、歳出で６億 3500万円の減となって
います。 
また、介護保険事業特別会計決算の歳入は 456億 4300万円、歳出は 441億 7600

万円で、前年比で歳入が４億 7500 万円、歳出で５億 2100 万円の増となっていま
す。 
さらに後期高齢者医療事業特別会計決算の歳入は 139億 8000万円、歳出は 137

億 7500万円で、前年比で歳入が 15億 7500万円、歳出で 15億 2900万円の増と
なっています。 
最後に東武東上線連続立体化事業特別会計決算の歳入は１億 7700 万円、歳出は

１億 4900 万円で、前年比で歳入が 8700 万円、歳出で 7300 万円の増となってい
ます。 
総括質問をすべて終えた後に、令和４年度一般会計決算及び４特別会計決算につ
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いて起立表決をいたしましたところ、賛成多数により、委員会決定は認定となりまし
た。 
そして、10 月 24 日の最終本会議では、各会派からの反対討論・賛成討論を行い

ました。その上で起立表決を行ったところ賛成多数となり、令和４年度一般会計歳入
歳出決算・令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算・介護保険事業特別会
計歳入歳出決算・後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算・東武東上線連続立体化
事業特別会計歳入歳出決算の各決算は委員会決定どおり認定となりました。 
区長はじめ職員の皆様には、質疑の中で明らかになった見直すべき課題や指摘さ

れた問題点に真摯に向き合っていただきたいと思います。 
また、委員各位から示された素晴らしい提案に対しては、すぐに出来ることはでき

る限り速やかに、予算を伴うものは十分に精査して、区民福祉向上のために住民に最
も近い自治体としての責務を果たしていただきたいと存じます。 
以上をもちまして、決算調査特別委員会の報告を終了いたします。 
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2. 常任委員会 
  (1) 企画総務委員会 
［川口雅敏委員長］ 
 

皆様、こんばんは。企画総務委員長の川口雅
敏でございます。企画総務委員会のご報告をい
たします。企画総務委員会では、企画、財政、
広報、人事、区税、防災、選挙に関することな
どを取り扱っています。 
本日は、11月８日、11月 29日、12月１日

及び 12 月 14 日に開催いたしました企画総務
委員会の内容について、ご報告いたします。こ
の４日間の委員会において、陳情１件、議案 9
件、報告事項 10 件、所管事項に関する質疑１
件を審査いたしました。本日は主な内容につい

て、簡潔にご報告いたします。 
はじめに、陳情の審査についてです。東京都独自の施策として定着している固定資

産税及び都市計画税に係る軽減措置について、令和６年度以降も継続するよう、東京
都に対して意見書の提出を求める趣旨の陳情を審査いたしました。 
 委員からは、「区内中小業者の経済的負担を軽減する必要がある」として、賛成の
意見があり、全会一致で「採択」となりましたので、東京都あて、板橋区議会から意
見書を提出することとなりました。 
続いて、議案として、一般会計補正予算第５号を審査いたしました。今回の補正予

算は、国の物価高騰対策による低所得世帯等への追加支援である「いたばし生活支援
臨時給付金の支給」や、「いたばし Pay」ポイント還元の拡充、そして、区立小中学
校の給食費無償化の対象に、特別支援学校に通う児童・生徒やアレルギー等による弁
当持参者を加えるなどの内容です。 
委員からは、「物価高騰の影響を受けている区民等に対して、必要な支援である」

として賛成の意見があり、全会一致で「原案可決」となりました。 
以上で、企画総務委員会の報告を終わります。 
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(2) 区民環境委員会 
［いしだ圭一郎委員長］ 
 

皆様、こんばんは。区民環境委員長のいしだ圭一郎
でございます。区民環境委員会のご報告をいたします。
区民環境委員会では、地域振興、戸籍、国際交流、ス
ポーツ、産業、観光、環境、清掃に関することなどを
取り扱っています。 
本日は、11月８日及び 12月１日に開催いたしまし

た区民環境委員会の内容についてご報告いたします。
この２日間の委員会において、陳情２件、報告事項 7
件を審査いたしました。本日は主な内容について、簡
潔にご報告いたします。 

はじめに、陳情の審査についてです。消費生活相談件数の高止まりやインターネッ
ト通販に関するトラブルの増加などを踏まえ、国に対して、特定商取引法の改正を求
める意見を上げてほしいとの趣旨の陳情を審査いたしました。 
委員からは、「区内でも幅広い年齢層で消費者トラブルが発生していることから、

国に対して法改正を求めるべき」として、賛成との意見と、「現行法に基づきガイド
ラインが既に示されていることから、法改正の必要性については慎重に検討すべき」
として、反対との意見がありました。表決を行ったところ、賛成者と反対者が同数と
なりました。委員会で賛成者と反対者が同数となった場合は、委員長が採択か不採択
かを決定することになり、委員長裁決の結果、「不採択」となりました。 
 もう一件、陳情審査をご報告いたします。近年、日本各地で酷暑や集中豪雨など気
候変動により災害が激甚化していることから、国に対して、脱原発、脱炭素と再生可
能エネルギー推進を求め、意見を上げてほしいとの趣旨の陳情です。  
委員からは、「環境問題の解決に向けて脱炭素政策を早急に実現すべき」として、

賛成との意見と、「原子力は安価で安定的な発電ができる電力源と位置付けられてお
り、廃止は現実的ではない」として、反対との意見がありましたが、賛成少数で「不
採択」となりました。 
以上で、区民環境委員会の報告を終わります。 
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(3)健康福祉委員会 
［石川すみえ委員長］ 
 

皆様、こんばんは。健康福祉委員長の石川すみえで
ございます。健康福祉委員会のご報告をいたします。
健康福祉委員会では、高齢福祉、保健所、国民健康保
険、国民年金、障がい者福祉、生活保護に関すること
などを取り扱っています。 
本日は、11 月８日及び 12 月１日に開催いたしま

した健康福祉委員会の内容について、ご報告いたしま
す。この２日間の委員会において、陳情 10件、議案
3件、報告事項 8件を審査いたしました。本日は主な

内容について、簡潔にご報告いたします。 
はじめに、条例改正の議案の審査についてです。国民健康保険法の改正に基づ

き、国民健康保険の被保険者のうち、出産予定の方と出産した方の保険料を減額す
るために条例を改正するという内容です。 
委員からは、「お腹が大きく、働けない状態のお母さんの保険料を免除すること

は、必要性がある。」といった意見や、「女性は、非正規雇用の方が非常に多いの
で、このような措置は必要である。」として賛成との意見があり、全会一致で、「原
案可決」となりました。 
続いて、板橋区立ふれあい館の指定管理者の選定等の議案の審査について、ご報告

します。一つは、仲町・徳丸・志村・高島平の４つのふれあい館の、来年度以降の新
たな指定管理者を指定するものです。もう一つは、現在、中台ふれあい館を管理して
いる指定管理者の指定期間を１年延長するものです。 
委員からは、「区民に対してよりよいサービスを提供することと併せて、公平性や

競争性のある入札制度の実現に取り組んでいただきたい」として賛成との意見があ
り、全会一致で、「可決」となりました。 
以上で、健康福祉委員会の報告を終わります。 
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(4)都市建設委員会 
［大野治彦委員長］ 

 
皆様、こんばんは。都市建設委員長の大野治

彦でございます。都市建設委員会のご報告をい
たします。都市建設委員会では、都市計画、住
宅、まちづくり、交通安全、道路、河川、公園
緑地に関することなどを取り扱っています。 
本日は、11 月９日及び 12 月４日に開催い

たしました都市建設委員会の内容について、ご
報告いたします。この２日間の委員会において、
陳情３件、議案４件、報告事項 3件、所管事項

に関する質疑１件を審査いたしました。本日は主な内容について、簡潔にご報告いた
します。 
はじめに、区営住宅及び区立高齢者住宅に関連する条例を改正する議案について

です。東京都及び板橋区で始まったパートナーシップ制度などの趣旨を踏まえ、申込
者の資格要件を拡充することや、区営住宅と高齢者住宅の集約に伴い、常盤台けやき
苑等を廃止するなどの条例改正です。 
委員からは、「区営住宅の建替事業実施に伴う必要な改正である」として賛成との

意見と、「区営住宅と高齢者住宅を求める区民の声があるため、集約すべきではない」
として反対との意見がありましたが、賛成多数で「原案可決」となりました。 
続いて、陳情の審査についてです。まちづくりを進めるにあたり、居住当事者であ

る住民に対し、進捗に応じた綿密な情報の公開などを求める趣旨の陳情を審査いた
しました。 
委員からは、「まちづくりを進めるにあたっては、決定した情報の公開だけでなく、

検討段階における、情報公開が必要である」として賛成との意見と、「法律で定めら
れている手続に加え、素案説明会の開催やホームページ等を活用した積極的な広報
を行っている」として、反対などの意見がありましたが、賛成少数で「不採択」とな
りました。 
以上で、都市建設委員会の報告を終わります。 
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  (5)文教児童委員会 
［中村とらあき委員長］ 

 
皆様、こんばんは。文教児童委員長の中村と

らあきでございます。文教児童委員会のご報告
をいたします。文教児童委員会では、児童福祉、
児童相談所、学校教育、社会教育、図書館運営
に関することなどを取り扱っています。 
本日は、11 月９日、11 月 29 日、12 月４

日及び12月５日に開催いたしました文教児童
委員会の内容について、ご報告いたします。こ
の４日間の委員会において、陳情３件、議案４
件、報告事項 11件を審査いたしました。本日

は主な内容について、簡潔にご報告いたします。 
はじめに、議案の審査についてです。区立高島幼稚園における預かり保育の利用時

間を細分化し、保護者がより一層利用しやすくなるよう条例を改正するものです。 
委員からは、「預かり保育の短時間利用がしやすくなり、経済的負担軽減にもつな

がる」として賛成との意見があり、全会一致で「原案可決」となりました。 
続いて、指定管理者指定の議案について、審査いたしました。これは、志村三丁目

にある「シニア学習プラザ」の５年間の指定管理期間が今年度末をもって満了となる
ため、来年度以降の新たな指定管理者を指定するものです。 
委員からは、「図書館をはじめとした区内施設との連携に期待ができる事業者であ

る」として賛成との意見があり、全会一致で「可決」となりました。 
このほか、志村小学校・志村第四中学校の小中一貫型学校に関する陳情３件につい

ても審査いたしました。改築に伴う説明会の実施に際しては、関係する全保護者へ周
知し、なおかつ参加しやすい日程とすることを求める内容については、全会一致で
「採択」となった一方で、それ以外の学校改築説明会に教育長の出席を求める陳情な
どについては「不採択」となりました。 
以上で、文教児童委員会の報告を終わります。 
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 3. 特別委員会 
  (1)ブランド戦略推進調査特別委員会 
［間中りんぺい委員長］ 
 

皆様こんばんは。ブランド戦略推進調査特別
委員会委員長の間中りんぺいです。ブランド戦
略推進調査特別委員会という委員会を議会が設
けた理由についてお話しさせていただきます。 
数年に渡るコロナの影響で、地域イベントな

ど多くの行事が中止や延期になり、人々の交流
機会が減少、区内外の交流人口も大きく落ち込
みました。そして、こうした社会活動の抑制は消
費行動の変化や人々のつながりの希薄化などに
も影響し、地域経済やまちの活力の低下という
課題を抱えることになりました。 

このような変化に対応し、再び、地域の経済や社会を活性化させるための調査を行
っていくために設置されたのが、ブランド戦略推進調査特別委員会です。 
板橋区の魅力を高め、発信力を向上することで区外からも多くの人を呼び込み、交

流人口を増加させ板橋区の知名度を上げていくこと。それがひいては定住化につな
がるであろうこと。これまで以上に、板橋区から多くの方々に積極的に情報を伝える
ために、板橋区公式アプリやＳＮＳ等を活用して、年代ごとや、発信分野など特性に
合わせた発信を行うこと。板橋ブランドとして区が力をいれている「絵本のまち」の
推進とともに「文化・観光・産業」分野での取組みを見直して、地域の歴史や文化、
ものづくり企業の産業集積など、地域特性を活かした組織横断的な施策の展開を考
えること。板橋 4大イベントや「板橋のいっぴん」の魅力向上、などなど・・・。 
これからの板橋区がより魅力的なまちとなるように、様々なテーマについて委員

12名で議論して、ブランド力を高める調査を行っていくのがブランド戦略推進調査
特別委員会です。 
これからも区のブランド力向上を目指して調査を続けてまいります。 
以上で、ブランド戦略推進調査特別委員会の報告を終わります。 
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(2)介護支援調査特別委員会 
［高沢一基委員長］ 
 

介護支援調査特別委員会委員長の高沢一基です。当
委員会の報告をいたします。 
当委員会は、介護疲れ等による社会的孤立にある

人々や、介護に多くの労力を割かざるを得ない子ども
達の問題「ヤングケアラー」等を調査するために、本
年５月、12名の委員で構成する介護支援の専門的調査
機関として設置されました。 
本会議で決議された建議理由を受けて、本委員会で

は、「『誰一人取り残さない』というＳＤＧｓの理念の
もと、すべての被介護者と介護者等が、孤立することなく、夢や希望をもって暮ら
し続けることができる地域共生社会の実現に向けて、調査・提言を行うこと」を活
動方針とし、「ヤングケアラー支援について」「家族介護者の支援について」「介護
予防の推進について」を重点調査項目とすることに決定しました。 
調査期間は２年間で、先の３項目について調査をし、最終的には提言を盛り込ん

だ活動報告を議長へ提出する予定です。 
本年は、第２回定例会で「板橋区ヤングケアラー実態調査について」と「高齢者

介護の現状について」、第３回定例会では「板橋区ヤングケアラー実態調査の結果
について」、第４回定例会では「ヤングケアラーに対する関係機関の役割や取組等
について」、区より報告を受けて質疑しました。 
今後は、令和６年第１回定例会で「ヤングケアラーに対する支援策の構築につい

て」、第２回定例会では「家族介護者に対する支援内容の充実について」、第３回定
例会では「地域特性に合わせた介護予防の推進について」、第４回定例会では「高
齢者の健康づくり及び社会参加の機会創出について」を調査し、合意した提言を活
動報告にまとめます。 
板橋区には、最終的な活動報告を汲み取っていただき、区民及び地域の介護環境

の改善に役立てていただきたいと存じます。 
以上で、介護支援調査特別委員会の報告を終わります。 
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  (3)災害対策調査特別委員会 
［成島ゆかり委員長］ 
 

皆様、こんばんは。災害対策調査特別委員会委員長
の成島ゆかりでございます。災害対策調査特別委員会
の建議理由について報告いたします。 
令和５年は、関東大震災から100年を迎える節目の

年となります。昨年、東京都が約10年ぶりに見直しを
行った首都直下地震等による被害想定では、耐震対策
等による状況の改善が見られる一方、強い揺れや火災
による甚大な人的・物的被害が生じることが改めて示

されており、今後発生が予想される首都直下地震や南海トラフ巨大地震等への警戒
感は、年々高まっています。 
また、台風や集中豪雨等の気象災害についても、近年の急激な気候変動に伴い、激

甚化・頻発化しています。 
このような状況に対し、最適な防災対策のあり方について継続的に検討し、誰一人

取り残さない防災対策の実現を目指し、今後は、都の新たな被害想定におけるリスク
への対応等を反映した東京都地域防災計画（震災編）等を踏まえ、区においても、よ
り実効性の高い防災対策の推進が求められています。 
大規模災害時における被害を最小限に留め、区民の安心・安全を守るために、議会

としては、予防から応急及び復興に至るまでを一連の総合的な防災対策と捉え、新た
な被害想定等を踏まえた災害対応力の向上を目指し、災害に強いまちの実現に向け
て調査を行う必要があることから、災害対策の専門的調査機関として、委員11名を
もって構成する災害対策調査特別委員会が建議されました。 
以上で、災害対策調査特別委員会の建議理由についての報告を終わります。 
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  (4)ゼロカーボンシティ推進調査特別委員会 
［小林おとみ委員長］ 
 

皆様、こんばんは。ゼロカーボンシティ推進調査特別委
員会委員長の小林おとみでございます。委員会の報告をい
たします。 
気候危機による影響は世界的に問題となっています。我

が国においても、異常気象や自然災害の多発、食糧問題、
健康被害等が発生しており、区民の生命や財産が脅かされ
ています。このまま地球温暖化が進むと、その影響は様々
な場面で顕在化し、ますます深刻化していくことが科学的

に示されており、早急な脱炭素社会に向けた対策が求められています。 
板橋区においては、2021年４月に「板橋区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

2025」を策定し、脱炭素社会の構築に向けた目標とともに、各主体の役割に応じて
取り組むべき対策等を示しました。 
翌年には本計画の補完として、同計画の「事務事業編」を策定し、区が自ら率先し

て、事務事業に伴い排出する温室効果ガスの抑制を目標としたところです。 
また、区のＣＯ₂排出量のうち、６割を占める家庭部門と業務部門に対する取組み

の強化・拡充が不可欠となっており、2022年１月には、2050年までにＣＯ₂排出量
実質ゼロをめざす「ゼロカーボンいたばし 2050」を表明し、ゼロカーボンシティを
実現するための方針や取組みを掲げました。 
議会としては、急激に深刻化している気候危機を踏まえて、地域ぐるみでのゼロカ

ーボンシティ実現に向けた取組みの調査を行う必要があるために、ゼロカーボンシ
ティ推進調査特別委員会を設置することといたしました。2023年と 2024年の２年
間にわたって、省エネルギー化・再生可能エネルギーの導入の効果、スマートインフ
ラの整備、また人や社会、環境に配慮した消費行動の促進などを重点調査項目として
調査をすすめてまいります。 
以上で、ゼロカーボンシティ推進調査特別委員会の報告を終わります。 
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Ⅳ 質疑応答方法の案内 
［田中しゅんすけ実行委員長］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
質疑応答の方法についてご案内いたします。本日の議会報告会の内容に関する意

見や質問につきましては配付しておりますアンケート用紙に記載の上、お帰りの際
に、出口に設置しております、アンケート回収用トレイに入れていただきますようお
願いいたします。 
なお、インターネット中継を視聴されている方は、区議会ホームページの議会報告

会のページに掲載しております、回答フォームから 12月 27日午後 5時までにご入
力ください。 
次に質疑応答に関して皆様にご留意いただきたい点をお伝えいたします。 
まず、ご質問については本日の報告内容に対する内容に限らせていただきますの

であらかじめご了承ください。報告内容以外の板橋区が実施している施策や事業に
関するご質問については、担当の部署に直接お問い合わせいただきますようお願い
いたします。なお、皆様からいただいたご質問については 2 月初旬に区議会ホーム
ページ上で回答させていただく予定です。 
また、お寄せいただきましたご意見については、議員全員で共有させていただきま

す。質疑応答についてのご案内は以上となります。 
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Ⅴ 場内参加者の感想 
 
委員長 
続きましてご来場いただきました皆様から、本日の報告内容について直接お声を

聞かせていただきたく、感想のお時間を設けました。短い時間ではありますが、本日
のご感想をいただけますと幸いです。なお、配信を行なっておりますので、自己紹介
は結構です。 
それでは感想を述べていただける方がいらっしゃいましたら、挙手いただけます

でしょうか。 
 
参加者① 
本日はありがとうございました。4 つの特別委員会ができていることは簡単に区

議会だよりを読んで知りました。今回は各委員長から趣旨を教えていただき、子育て
中でしたのでとても子どもに安心・安全な板橋になるのかなと、わくわくさせていた
だきました。ありがとうございました。 
 
委員長 
ありがとうございました。それでは次の方よろしくお願いします。 

 
参加者② 
各委員長の丁寧な説明と分かりやすくてよく勉強されているなと非常に敬服しま

した。ありがとうございました。 
そこでちょっとお尋ねしたいのですが、健康福祉委員会報告の中で委員長から、ふ

れあい館の管理の問題が出たとのことですが、私の立場上、ふれあい館で書道の指導
をしています。ふれあい館を担当している方達はよくやっていただいてます。ですか
ら是非、工事は指定管理の問題もあるでしょうが、よくそのへんも区の方と議員さん
が把握されているのかと思って、指定管理者の一生懸命にやられている姿は区とし
ても良いことと思いますので、指定管理者を選定するときに、良かったねと言ってく
ださればと思います。 
このような貴重な議員さんの意見を一般に公開していることは、開かれた議会と

して素晴らしいと思います。ありがとうございます。 
 
委員長 
ご意見ありがとうございました。続きまして後ろの方よろしくお願いします。 
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参加者③ 
今回、板橋区議会報告会に参加しましたが、区長が不在の理由はなぜなのか。第 3

回定例会の陳情審査で不採択になった理由は区民に公開されているのか。公開され
ているなら、知る方法の 2点を教えて下さい。 
 
議長 
ご質問ありがとうございました。区長の出席がなぜ無いのかという点についてで

す。地方自治法で地方政治は私たち区議会と、区長部局の 2 つの両輪で対等な立場
として区政を進めています。国政の仕組みとは違いまして、議員の中から総理大臣が
選ばれ、そこで内閣を組んで、それに対して国会で議論します。国政のイメージから
そうしたご質問が出ていると思いますが、私たち区議会と区長は、区長部局としてお
互い牽制しながら両輪で区政を前に進めていきます。 
今回は私たち区議会の報告会なので、区長の出席はもちろん求めていませんし、招

待もしていないところです。したがって区長側のお話しを聞きたいということであ
れば、議会報告会ではなく別の機会であればと感じたところです。 
陳情の不採択理由については、本日は簡単な理由にとどまっており、詳細な説明が

なく確かに分からなかったと思います。詳しくは委員会当日にお越しいただければ
傍聴でやりとりが聞けます。 
後日、区議会ホームページで議事録が配信されますので、読んでいただければ詳し

い内容がわかります。 
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委員長 
次の方お願いします。 

 
参加者④ 
今日初めて参加させていただきました。各委員長から詳しくご説明いただきまし

たが、配付資料に説明内容が記載されていません。説明内容を配付資料に記載すると
分かりやすいと思いました。今日はありがとうございました。 
 
委員長 
ありがとうございました。次回開催する際に、ぜひ今いただいたご意見を参考にさ

せていただき配布資料を改善してまいります。ありがとうございます。 
ほかにございますでしょうか。 

 
参加者⑤ 
委員会報告のレジュメくらいないと、何を言っているのか分かりません。どこを確

認したらいいのか本当に分からないんですよ。確かに議会を聞けばいいのだけれど、
私は初めて参加しましたが、口頭で説明するだけでは聞いてる方は全くわかりませ
ん。次回から報告内容を記載した資料があれば分かりやすいと思います。 
 
委員長 
貴重なご意見ありがとうございました。次回は来年 5 月開催の予定で議会のほう

で議論を進めております。今日いただいたご意見を参考にして、次回の開催に反映さ
せていただきたいと思います。ありがとうございました。 
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Ⅵ 閉会挨拶 
［しば佳代子副議長］ 
 

皆様、こんばんは。区議会副議長のしば佳代子と申
します。本日は、ご来場、また、ご視聴いただきまし
て、誠にありがとうございました。 
冒頭、議長よりお話がございましたとおり、今回、

10回目の議会報告会となっております。前回から、会
場、そしてインターネット中継を併用した「ハイブリ
ッド形式」で行わせていただいております。 
一人でも多くの方に、ご参加いただければとの思い

で、このような形式を取らせて頂きました。また、会
場の方からたくさんのご意見・ご感想を頂きまして大変にありがとうございました。 
是非、いろいろ思っていただいていること、また、発表されてない方々もアンケー

トにご意見・ご感想をいただければと思いますので宜しくお願いいたします。今後の
議会報告会の皆様のご意見、また率直なご感想を、議員 46名全員で共有させていた
だきまして、これからの開かれた議会報告会につなげてまいりたいと考えておりま
す。 
本日は、ご来場頂きまして、また、ご視聴頂きまして大変にありがとうございまし

た。皆様のご協力、また、ご理解これからも宜しくお願いいたします。大変にありが
とうございました。           
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Ⅶ アンケート 
 
会場参加者用 
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インターネット中継視聴者用 
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1. 集計結果

60代（34.8%） 

50代（17.4%） 

30代（8.7%） 

40代（13.0%） 

80代以上（8.7%） 

70代（13.0%） 
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ちょうどよかった（73.9%） 

短かった（13.0%） 
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評価する（34.8%） 

どちらとも言えない（43.5%） 

評価しない（17.4%） 
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初めて（72.7%） 
３回目（9.1%） 

５回以上（18.2%） 
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２. 主なご意見

アンケートに記入いただいたご意見のうち、第 10 回区議会報告会の内容に関する
ご意見です。なお、同じ内容のご意見は代表的なものを掲載いたしました。

■報告内容に関して
・すらすらと簡潔に発表されていた 
・議会が非常にきめ細かく勉強していることが伝わった 
・報告の手法について区民から要望を聞いてほしい 
・これから調査するとの発言が多く、その調査後のプロセスまで説明してほしい 
・特別委員会は建議理由だけの報告だったが、その実行スケジュールを示すべき 
・喫緊の課題について特別委員会を立ち上げたのは評価する 
・議会の議論内容のポイントを聞けて良かった 

■運営面について
・各委員会の報告内容を記載した配布資料が必要だ(多数) 
・口頭だけでなく、スライド資料を投影すれば理解しやすい(多数) 
・初参加だが、議会と区長部局の関係や「所管事項調査」など専門用語は分かりづら 
いので補足資料がほしい 

・陳情や議案などの採択、不採択を一覧できる資料がほしい 
・毎回参加しているが、区からの広報だけでなくメールでも知らせてほしい 
・会場の他、オンラインでも中継されたことは良かった 
・手話通訳があったのが良かった 
・前回と違い、会場参加者の感想・意見を聞くプログラムがあって良かった 
・次の登壇者に交代する際、昨年のように前の人が次の人を紹介するなどスムーズ 
な進行を望む 

・撮影している議員が気になった 
・初参加だが議員紹介で所属政党名も紹介していたのが興味深かった 
・暖房が暑すぎた 
・入口から会場まで人の誘導があって良かった 
・会場受付で感じの良い挨拶があった 
・インターネット中継で資料の参照場所に気づかなかった。開始前の映像表示で 
時計だけではなく、「資料はこちら」という案内も表示すべき 
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・今まで区政に興味がなかったが令和 5 年 4 月の区議会議員選挙で議員の話を聞き、 
今回初めて参加した 
・区議会が一年間でどのような活動をしているかが分かる資料がほしい 
・区議会の議論に各分野の最新情報や参考コメントなど専門家を活用してほしい 
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■区議会の全般について



Ⅷ 当日の様子 
1. 会場の内外
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2. 役割分担
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3. 会場配付資料 
 

次第、アンケート用紙、留意事項、区議会だより 
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4. 主な広報・告知物 
 
ポスター         YouTube       
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
区議会だより          X(旧ツイッター) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区公式 LINE 
 

 

 

                                            区公式ホームページ 
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